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日本コンクリート工学協会功績賞を受賞して

　このたび上記表彰をいただくことができました。この背

景となったこれまでの私のコンクリート分野における研究、

技術開発活動の過程で、多くの方々に大変お世話になりま

した。今回の受賞はその方達のご協力の賜です。この場を

借りて厚くお礼申し上げます。

　感謝の意味も込めて、以下に今回の受賞に関わる周辺状

況をご紹介いたします。

1．日本コンクリート工学協会とは？

　日本コンクリート工学協会（Japan　Concrete　lnstitute，

JCI）は国土交通省が所管する公益法人の一つで、昭和40

年7月に設立されました。法人名に「協会」という名称が

ついていますが、学界・研究機関はもとより、官民のコン

クリート関係の事業に携わっている会員から構成され、今

では約8000人の会員を擁する大きな学術団体となってい

ます。もちろん現在大きな社会問題となっている天下り役

員の問題とは無縁の法人です。

　JCIの活動は、以下のような調査・研究活動の実施が主な

ものです。

（D学術講演会・シンポジウム・講習会等の開催

　”http’f／www．jci－net　or　jp／j／events／index　htmr’

（2）会誌・論文集の発行

　’「http：〃www．jci－net．or．jp／j／publish／bulletin／index．htmr，

（3）図害の刊行

　”http：／／www．jci－net．or．jp／j／publish／etc／index．html”

（4）表彰

　f’http：／／www．jci－・net　or．jp／j／jci／award／index，html”

（5）コンクリート技士資格認定試験

　’「http：／／www．jci－net．or，jp／j／exam／gishi／index，html”

（6）コンクリート診断士資格認定試験

　「lhttp／／www　jcl－net．or．jp／j／exam／shindan／index．html”

このようにJCIの活動は、コンクリートに関する幅広い分

野をカバーしています。その結果現在では、土木、建築、

製品メーカーそれぞれの発注側、供給側双方にとってなく

てはならない学会組織として確固たる地位を占めています。

東京千代田区にある本部を中心とする活動以外に、北海道

から九州までの支部活動も活発です。

理工学部都市環境デザイン学科教授福手

2．私とJCIとの関係と今回の受賞の経緯

勤

　私は、前職（旧：運輸省港湾技術研究所、現：国土交通

省国土技術政策総合研究所）に在籍した時にJCIに入会し、

会員歴はすでに満20年を越えました。この間、多くの調査

研究委員会活動に委員、幹事、委員長などとして参画する

ことができました。現在では協会の公益法人改革対応委員

会の委員を務めるとともに、関東支部の常任委員として埼

玉大学やものつくり大学の先生方、県内セメント・二次製

品メーカーの方々とともに、埼玉県内の産官コンクリート

技術者に様々な新しい技術情報を伝える啓蒙活動を推進す

る役を担っています。このように、JCIにおける委員会活動

及び協会の運営に関する貢献が認められて、今回の功労賞

の受賞につながったものと思っています。

　ところで私の前職の国家公務員という立場では、通常で

あれば2～3年ごとに全国いろいろな場所に転勤し、種々

の業務に幅広く携わることになるため、一つのことに集中

して専門家としての奥義を究めるということはまずありま

せん。私の場合、幸か不幸か1988年にそれまでの転勤族

から研究所に配置換えとなり、コンクリート材料、メンテ

ナンス工学といった、ハード分野の研究開発に従事するこ

とになりました。国家公務員のキャリアパスにおいては、

ハード技術にどっぷりと漬かることよりも、社会資本整備

の政策立案につながるいわゆるソフト系の分野に従事する

ことが多いことを考えると、私のような立場は少数派であ

るといえます。

　また行政機関の研究者は、大学の研究者と異なり、プロ

ジェクトを進めていく上での問題点の解決、すなわち実務

に根ざした研究に従事することが多くなります。また行政

機関の研究者という立場上、行政機関を代表して学会活動

にも参加することも多く、そのことが研究成果の蓄積や人

的ネットワークの構築にもつながったと思っています。

　このようなことが、東洋大学理工学部で教職に就いてい

る現在の私につながり、また今回の受賞につながったもの

と感謝しています。

3．コンクリート工学における現在の技術課題

　コンクリートの研究は、研究対象から大きく「土木系」

と「建築系」に分けられ、またそれぞれが課題へのアプロー
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チの方法によって「構造剰と「材料系」に分けられます。

つまりマトリックス表示をすると2×2＝4の分野に分け

られることになります。その結果コンクリートの世界では、

「Aさんは土木の構造屋さん」、rB先生は建築の材料屋さん」

などと分類されます。JCIでの委員会を立ち上げたり、それ

を運営する際にはこの4分野のバランスを取ることがとて

も大切になります。

　この分類からすれば、私は「土木の材料屋」ということ

になります。ここでは専門外の読者の方にコンクリートを

少しでも知っていただくために、土木分野のコンクリート

材料に関する現在の技術課題をいくつか紹介いたします。

3．1　ひび割れの防止策

　一般に1m3のコンクリートを作る際には、160リットル

前後の練混水が用いられます。そしてコンクリートが構造

物として利用されている過程で、その中の自由水が徐々に

蒸発していくとコンクリートは収縮しますが、外部からの

拘束によってその収縮が妨げられると、コンクリートには

引張り応力が発生し、ひび割れの発生へとつながります。

また近年では、セメントの水和反応により体積減少が起き

ることにより、乾燥を伴わなくてもひび割れの発生原因と

なることも分かってきました。コンクリートのひび割れは

古くて新しい問題ですが、このようなひび割れを防止する

ことが、コンクリートの耐久性や美観の改善にとって解決

すべき重要な研究テーマとして改めてクローズアップされ

ています。このような背景から、現在私の研究室では、コ

ンクリート表面の改質によってひび割れ低減を図る研究を

進めています。

3．2　維持管理、補修・補強

　少子高齢化の時代を迎え、高度成長期に整備されたコン

クリート構造物を維持管理して長く使っていくことは、こ

れまで以上に大切となっています。劣化メカニズム、劣化

進行予測、非破壊試験法、補修工法、ライフサイクルマネ

ジメント、予防保全など、この分野には多くの課題が残っ

ています。私はJCIから、平成5年に論文賞を、また平成

ll年に技術賞を受賞していますが、いずれもこの維持管理

に関係するテーマでした。

　この分野は現在の私の研究室の主要テーマでもあり、今

後もカを入れて取り組んでいくつもりです。

　特にこれからはハードな技術だけでなく、「社会資本経営」、

「アセットマネジメント」、rNew　Public　Management」など、

ソフト分野との融合を進めていくことが強く求められる分野

でもあります。

3．3　環境への配慮

　セメントや骨材の製造、コンクリートの製造・施工、維

持管理、解体の一連のライフサイクルが地球環境に及ぼす

影響を評価し、地球環境の保全に寄与しようとする研究が

始まっています。セメントの製造過程で大量の化石燃料を

消費しているコンクリートの分野では今後これまで以上に

重要なテーマになってきます。リサイクル材料や産業副産

物のコンクリート材料としての有効活用方策もとても重要

な課題となっています。

　私が東洋大学で初めて卒業研究を担当した時の研究テー

マの・一つが、東北地方の漁港で大量に発生するカキ殻を植

栽用のコンクリート用骨材として有効利用することを目的

としたものでした。

4．おわりに

　自民党政権から民主党政権に移行し、多くの公共事業の

見直しが進んでいます。民主党の「コンクリートから人へ」

のキャッチフレーズが注目を浴びていますが、いつの時代

にもコンクリートはなくてはならないコストパフォーマン

スに優れた建設材料です。社会資本の建設材料としてコン

クリートは今後とも重要な地位を占めることに変わりはあ

りません。「Concrete　OR　Human」ではなく「Concrete

FOR　Human」となるよう、今後とも安全で安心な生活を支

援するための研究を、多くの方々と共に進めていきたいと

願っています。どうぞ、引き続きご指導こ鞭燵をよろしく

お願いいたします。
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